
 

 

 

 

 

             
  
 

インドネシア、ネパール、フラ

ンスなどの文化に触れ、子供

達に国際交流から SDGs、そ

して平和について考える機会

を与えることができた会にな

ったと思っています。楽しみな

がらも、学びを忘れず、参加者

皆が何かを持ち帰る事ができ

たと実感しております。今回は

トキワ松学園マンドリンギター

部、トキワ松学園国際交流部、

五本木小学校、大宮八幡中学

校、東京インドネシア学校、目

黒区平和特派員から、多くの

小学生や中高生に参加してい

ただけました。ユネスコスクー

ル加盟校からは、学校ごとの

特色を活かした活動の報告が

あり、多くの方にユネスコの活

動を知って頂く機会となりま

した。また今回のディスカッシ

ョンでは、プロダイバーとして様々な環境活動をさ

れている武本匡弘（たけもと まさひろ）さんに作成

して頂いた活動報告動画をもとに、みんなで地球の

現状と未来について意見交換を行いました。ごちゃ

混ぜで 4 つのグルー

プを組み、年齢や言語

の壁でさえもメンバ

ー同士で助け合いな

がら意見をまとめ、最

後には一人一人がワ

ークシートに「今日私

は〇〇を学んだ！」と

その日得た学びを残

す事ができました。ぜ

ひ YouTube のめぐ

ろユネスコチャンネル

にて、参加者の学びを

まとめた動画をご覧

ください。大人から知

らない事を知ったり、

参加者同士で新しい

学びを得たり、学んで、

「知らない」を「知る」

ことで、それぞれが環

境改善や平和への一

歩を踏み出す事ができた会だと思います。これを機

に今後の活動もより多くの方に参加していただき、

多くの意見が飛び交う青年部へ成長で きればと思

っております。      青年委員会 渡邊レーファ
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 第１０回ユネスコ青少年フェスタ 主催：目黒区教育委員会 

主管：NPO法人目黒ユネスコ協会 

2024年 12月 15日（日） 中目黒GTプラザ 参加：84名 

TEATIME   

■支援通信 「有難うございます」 

五本木小のユネスコ委員会から書きそんじ 

ハガキが届きました。 ２０２５年２月１７日  

 
 嬉しいですね。確か前にも持ってきてくれたと思います。五本木小は先生方もユネスコが推進する ESD に

ついても研修会を行っていますし、持続可能な社会に向けて、熱心に子供たちを指導しています。１２月１５日

の青少年フェスタでも五本木ユネスコ委員会から３名の子供たちが SDGｓ発表をしてくれました。最後に書

き損じはがきの回収も呼び掛けてくれました。その様子は鈴木純夫理事が編集してめぐろユネスコチャンネ

ルに配信されていますので皆様もどうぞご覧になってください。            副会長 望月 昇   

目次：青少年フェスタ・TEATIME/1P、新年会・FMご招待/2P、文化講座 3・都ユ連 /3P、お知らせ/4P 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1206&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恒例の新年会が開かれ、爲季会長の日本語と中国語の挨拶、青木区長、都議

会議員、区議会議員、来賓の方々の挨拶、そして日本語教室の学習者による、日

本語での自己紹介がありました。おにぎりやお菓子を頂きながらの歓談の後は、

日本語教室のボランテイアスタッフの池田敦子さんによるアイリッシュハ－プの弾

き語り。澄んだ美しい歌声に胸が熱くなりました。また毛利友明さんの歌唱指導

の下で、「幸せなら手をたたこう」と「ふるさと」をＦＭも一緒に合唱しました。お待

ちかねの福引で和やかで楽しい雰囲気の中、新年会は終了致しました。                               

交流委員会  谷澤眞知子  

 

 

 

 

学校に着いたとき、子どもたちはわくわくして

いました。英語で簡単な自己紹介をした後で、英

語で和食についてのプレゼンテーションをしまし

た。その後、子どもたちはけん玉やこまなどの日本

のおもちゃの遊び方を教えてくれました。私はけん

玉をすることができましたが、こまは下手だったの

で、みんな、笑いました。それでみんなは恥ずかし

さが和らぎました。遊んだ後は、みんなで昼食を食

べました。春巻きとご飯とスープとオレンジを食べました。牛乳も飲みました。昼食は賑やかで、子ど

もたちは食べ物をおかわりするためにジャンケンをしていました。楽しかった。  

日本の学校が毎日健康的な昼食を提供しているのは良いと思います。私の国では毎日子どもたち

にお弁当を作らなければならないのでうらやましいです。昼食のあいだに、英語で会話をして、子ども

たちは英語で面白いジョークを言ってくれました。日本の小学生には英語の勉強が好きじゃない人が

いるそうだから、もっと楽しくなるようにしたいと思いました。  

FM/ Amy Harrison（ニュージーランド）  
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目黒ユネスコ協会 新年会 

フレンドシップメンバー（FM）   下目黒小学校の給食にご招待   

２０２５年２月４日  下目黒小学校  FM:７名  

2025年 1月 18日（土）13：30～目黒区総合庁舎 1Fレストラン 

参加：43名 内フレンドシップメンバー（FM）13名 

 

■NPO 法人目黒ユネスコ協会  通常総会開催のご案内  

日時：2025 年 5 月 17 日（土）13：30～開始・会場：目黒区総合庁舎１階レストラン 

※大勢の会員の皆様のご出席をお待ちしております。欠席の場合は委任状をお送りください。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川上千春氏は父君の仕事の関係で高校時代

をボリビアで過ごされたそうだ。そこでの経験か

ら日本を俯瞰して見るようになった、「なぜ同じ

時代に生きながら日本とこんなに生活の豊かさ

の差があるのか」という疑問、それが川上氏の

原点だと話された。 

ユネスコ憲章前文については、「『戦争』を夫

婦喧嘩、親子喧嘩などに言い換えてもあてはま

るのではないか、平和構築のカギは人であり、政

府・為政者による政治的取り決めだけでなく、

人々が知的連帯をしなければならない、だから

こそ教育が大切」というのが憲章と、わかりやす

く解説いただいた。 

続いて、草の根ユネスコ活動の歴史などの説

明の後、グループワークとなり、４人ほどのグル

ープで「あなたにとって『平和』とは？」のテーマ

で１０分ほど意見交換、その後トーク内容を各グ

ループが発表した。その中には、日々の暮らしに

ついての反省や、制度についての様々な意見が

あった。その内容を一部だが以下に記す。 

「国に統制されない自由、保証された衣食住、

明日への希望や安心、いつも通りに続けられる

生活、今日ここに来られた幸せ、差別格差のな

い社会、ひとりひとりが愛され大切にされるこ

と・・・」等々。 

これらについて川上氏は、正解はないのでこ

れをどう持ち帰り今後に生かすかが大切、と締

めくくられた。 

そのあとは再びスクリーン上で、古今の著名

人、マザーテレサ、アインシュタイン、千玄室など

の平和や戦争についての名言の紹介や、私の平

和宣言マニフィスト 2000（自分に誓うこと）の

百万人署名運動の紹介、日本ユネスコ協会連盟

のビジョンとミッション、世界寺子屋運動の成果

や課題と現実、世界遺産活動の意義と現地の

人々への効果、など講じられた。最後に質疑が

あり、終了したが、氏はもっと話したいとおっし

ゃり、私はもっと聞きたいと思った講座であった。 

広報  鈴木やよい 
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文化講座 3 

「心の中に平和のとりでを築く」とは？  

身近なことから平和を考えてみませんか？  

主催：目黒区教育委員会  主管：NPO 法人目黒ユネスコ協会  

講師：川上千春氏  日本ユネスコ協会連盟  参与  （元事務局長）  

2025 年 1 月 26 日（日）  14：00～16：00 中目黒 GT プラザホール  参加：32 名  

 

写真：右上：講師・下段左：会場・中央：グループワーク・右：講師と都ユ連の皆様（玉川大学・港・朝日生命・他）  

都ユ連研修会のご報告 2025 年 2 月 23 日（日）１３時～  阿佐ヶ谷区民センター 参加：91 名  

 
★「戦後 80 年を迎えて、『平和』と『これからのユネスコ活動』を考える」をテ

ーマに、前半は都ユ連会長のご挨拶、青年・学生の活動報告、「2000 人プロ

ジェクト」報告など。休憩をはさんだ後半は、「平和の実現に向けて具体的なア

クションを考えよう 」をテーマにグループトーク。いかに会員を増やすか、いか

に魅力的な活動を拡げるかなど、大盛り上がりを見せアッという間の４時間だ

った。目黒ユ協からは爲季会長、齊藤副会長と白岩の３名が参加した。  

    広報  白岩  葉子  
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最新情報は HPからどうぞ 

★3/7（金）美術教室（お抹茶席体験） 

★3/15（土）サイエンス教室 

■3/19（水）発送連絡会 

■5/17（土）通常総会 

■自主語学教室 6講座 
（仏 1・英 1・独 1・伊 2・中 1） 
■事務局（月－金 13：00～16：00） 

3月以降の予定 

 ■総会開催のご案内 

令和７年度 NPO法人目黒ユネスコ協会通常総会 

日時：2025年 5月 17日（土）13：30～開始 

会場：目黒区総合庁舎１階レストラン 

【審議事項】 

1 令和６年事業報告及び決算報告 

2 令和７年事業計画（案）及び予算（案） 

3 役員改選 

※出欠は５月１０日までに返信ください。 

欠席の場合は委任状の提出をお願いします。大勢

の会員の皆様のご出席をお待ちしております。 

◇会員募集中◇ 趣旨に賛同される方の入会 

を歓迎いたします。 問合せ：事務局（久富）迄。 

 

▲目黒ユネスコ協会 日本語教育事業 

 
目黒ユネスコ日本語教室（ 2025年春期 ） 

◇朝コース    

2025年４月 10日～７月 10日 毎週火曜・木曜 

(4/29〜5/6を除く) 午前 10:00～11:45 24回 

◇土曜コース  

2025年４月 1２日～７月 5日 毎週土曜（5/3を除

く） 午前 10:00～11:45  12回  

◇会場 ： めぐろ学校サポートセンター他 

（目黒区中目黒 3－6－10・駐車場はありません） 

◇ 定  員 ： クラス定員 8名（先着順） 

朝コース初級 5クラス、土曜コース初級 5クラス 

◇ 対 象 ：16歳以上の日本語を習いたい外国人 

◇ 講 師 ：目黒ユネスコ協会 日本語教室担当会員 

◇ 参加費 ：朝コース 7,200円（24回分)  

土曜コース 3,600円（12回分） テキスト代は別途。 

◇ 申込み ：目黒ユネスコ協会 HP「日本語教室」 

の申込みフォームをご使用ください。 

名前･国籍･住所･メールアドレス、連絡先等を 

書いて、3月 18日以降に申込んで下さい。 

◇ 問合わせ： e-mail : meguro@unesco.or.jp 

Fax：03-5725-6160 

◇ 主 催 ： NPO法人目黒ユネスコ協会     , 

◇ 共 催 ： 目黒区教育委員会 

 

以前、日ユ協連主催のカンボジアス

タデイツアーに推薦されて参加したことがある。当時

はポルポト政権崩壊後で、自国民虐殺の現場や、地

雷原などが存在し、人として許せないと思った。ユネ

スコの平和活動、寺子屋運動/識字教育普及等で、世

界の平和に少しでも貢献できるのではないかと、本

当に信じていた。しかし現在の世界各地での国際紛

争やテロ・環境破壊など、これは識字レベルを超えた

インテリたちの戦争としか考えられない。破壊された

街や市民の犠牲の映像に、胸が痛い。人々の心の中

に平和のとりでが復活し、和平のニュースが届くの

を一日千秋の思いで待っている。   齊藤 眞澄 

編集後記  

★「めぐろユネスコチャンネル」 

YouTubeからのご案内★ 
ユネスコ青少年フェスタの模様を、協会ＨＰ内「め

ぐろユネスコチャンネル」で YouTube配信中。 

小中学生による SDGｓの取り組みや平和の特派

員の報告、インドネシア・ネパールの文化等紹介。 

 

mailto:meguro@unesco.or.jp

